


 

刊
行
に
あ
た
っ
て

こ
の
た
び
、
『
三
股
町
史
料
集
２
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
に
『
三
股
町
史
』
上
・
下
二
巻
を
刊
行
し
、
そ
の
後
、
編
さ
ん
事
業
で
収
集
し
た
史
料
を
公
開
・
活
用
す

る
目
的
で
『
三
股
町
史
料
集
１
』
を
令
和
三
年
一
月
に
刊
行
し
、
同
年
三
月
に
は
『
三
股
町
史
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
『
三
股
町
の
歴

史
と
文
化
財
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

今
回
の
史
料
集
に
は
、
「
庄
内
地
理
志
」
巻
五
二
・
五
三
の
二
本
を
収
録
し
ま
し
た
。
「
庄
内
地
理
志
」
は
江
戸
時
代
後
期
に
都
城
島
津
家
が

独
自
に
編
さ
ん
し
た
地
誌
で
、
一
一
二
巻
と
拾
遺
一
巻
の
全
一
一
三
巻
（
う
ち
一
〇
三
巻
が
現
存
）
か
ら
成
り
、
既
に
『
都
城
市
史 

史
料
編 

近
世
』
全
五
巻
（
五
巻
は
正
誤
表
・
索
引
集
）
と
し
て
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
三
股
町
は
、
鹿
児
島
本
藩
の
直
轄
領
と
都
城
島
津
家
の
私
領
が
混
在
し
て
お
り
、
現
在
の
大
字
宮
村
・
長
田
は
都
城
島
津
家
領

に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
庄
内
地
理
志
」
が
都
城
島
津
家
独
自
の
編
さ
ん
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
字
宮
村
・
長
田
に
つ
い
て
は
、

そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
が
『
三
股
町
史
料
集
』
と
し
て
「
庄
内
地
理
志
」
を
選
定
し
た
大
き
な
理
由
で
す
。
具
体
的

に
は
、
大
字
宮
村
に
含
ま
れ
る
大
鷺
巣
・
小
鷺
巣
・
寺
柱
が
巻
五
二
～
五
六
に
、
大
字
長
田
に
含
ま
れ
る
梶
山
・
田
上
・
長
田
（
梶
山
浦
）
が

巻
九
八
～
一
〇
四
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
藩
直
轄
領
の
樺
山
の
一
部
が
巻
一
一
二
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
紙
数
に
合
わ
せ
て
分
冊

し
、
順
次
刊
行
し
て
い
く
計
画
で
す
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
都
城
島
津
邸
の
ご
協
力
の
も
と
、
原
本
に
よ
る
再
確
認
を
行
い
、
内
容
に
つ
い

て
も
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
史
料
集
が
「
ふ
る
さ
と
三
股
」
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
、『
三
股
町
史
』
と
と
も
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　

令
和
四
年
三
月 
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（
表
紙
）

（
書
扉
）

「 

来
住
口　

五　
　

同
人
画

　
　
　

鷺
巣
村

　
　
　

栄
仁
寺

　
　

庄
内
地
理
志　
　

 

五
十
二　
　

」

　
　

庄
内
地
理
志 

巻
第
五
拾
二　

都
城
来
住
口 

五

　
　
　

鷺
巣
村
目
録

 

一 

鷺
巣
由
緒
称
号　
　
　
　

 

一 

大
鷺
巣
村
田
畑
小
名　
　

 

一 

御
検
地
高
頭
次
第

 

一 

衆
中
人
別
百
姓
人
別　
　

 

一 

勝
岡
境
間
縄
引　
　
　
　

 

一 

薭
田
御
内
輪
山
屋
鋪

 

一 

上
使
通
路
筋
絵
図　
　
　

 

一 

鷺
巣
宗
廟
歳
大
明
神　
　

 

一 

年
之
神
守
児
玉
屋
鋪

 

一 

多
門
寺
門
堂
社　
　
　
　

 

一 

萩
原
口
獄
門
場　
　
　
　

 

一 

小
籠
之
前
道
橋

表
紙
に
は
、
「
荘
内
地
理
志
」
と
い
う
題だ

い

簽せ
ん

が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
書
扉
に
は
「
庄
内
」
と
あ
る
。

同
人
画
の
同
人
は
、
巻
五
一
の
書
扉
に
「
画
二
枚 

荒
川
太
郎
兵
衛
写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
五
二

も
荒
川
太
郎
兵
衛
（
儀
一
）
と
推
察
さ
れ
る
。
冒

頭
は
、
巻
五
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
目
録
の
一
覧

で
あ
る
。
た
だ
、
目
録
の
名
称
と
本
文
中
の
項
目

名
が
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
以
下
に
各

目
録
に
符
合
す
る
本
文
中
の
頁
数
を
示
し
た
。

【
鷺
巣
由
緒
称
号
】
／
２

【
大
鷺
巣
村
田
畑
小
名
】
／
３

【
御
検
地
高
頭
次
第
】
／
４

【
衆
中
人
別
百
姓
人
別
】
／
６

【
勝
岡
境
間
縄
引
】
／
９

【
薭
田
御
内
輪
山
屋
鋪
】
／
10

【
上
使
通
路
筋
絵
図
】
／
11

【
鷺
巣
宗
廟
歳
大
明
神
】
／
13

【
年
之
神
守
児
玉
屋
鋪
】
／
19

【
多
門
寺
門
堂
社 

毘
沙
門
・
若
宮
】
／
20

【
萩
原
口
獄
門
場
】
／
21

【
小
籠
之
前
道
橋
】
／
13

【
栄
仁
寺
由
緒
修
甫

　

 

諸
仏
体
住
持
世
代
本
尊
】
／
22

【
寺
柱
宗
廟
諏
訪
社
】
／
25

荘

内

地

理

志

五
十
二

来
住
口
　
五

鷺

巣

村

栄

仁

寺

（原寸タテ 25.0 ㎝×ヨコ 16.4 ㎝）

比
沙
門

若
宮

（
毘
）
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一 

栄
仁
寺
由
緒
修
甫　

諸
仏
体
住
持
世
代
本
尊　
　
　
　
　

 

一 

寺
柱
宗
廟
諏
訪
社

 

一 
八
之
王
子
神
社　
　
　

 

一 

厳
嶋
大
明
神　
　
　
　
　
　

 

一 

楡
木
年
之
神

 

一 

松
木
薗
堂
社　
　
　
　

 

一 

仮
屋
地
蔵
熊
野　
　
　
　
　

 

一 

峯
崎
稲
荷

 

一 

和
田
之
由
緒
権
現　
　

 

一 

大
脇
阿
弥
陀
堂　
　
　
　
　

 

一 

外
村
大
宮
大
明
神

 

一 

大
峯
山
之
神　
　
　
　

 

一 

松
ヶ
野
久
保
之
辻
堂

　
　
　

庄
内
地
理
志 

巻
第　

都
城
来
住
口
附

　
　
　
　

鷺
巣
村

旧
記
ニ

云
く
、
伊
東
氏
新
納
家
と
合
戦
、
初
め
之
軍
ハ
新
納
近
江
守
忠
勝
方
ゟ
小
鷹
原
の
小
迫
ニ

伏

兵
を
構
へ
、
伊
東
の
勢
を
偽
引
出
し
、
伏
兵
起
し
て
、
伊
東
勢
敗
走
後
の
軍
ハ
、
城
ヶ
尾
・
冷
水
・
黒
坂
・

横
尾
に
掛
る
、
委
記
ハ
夫
々
の
部
に
出
せ
り
、
実
否
に
不
知
共
、
古
老
の
口
に
伝
し
は
、
一
万
所
の
軍

ハ
小
鷹
原
の
谷
迫
に
水
を
澹
へ
、
茅
竹
・
雑
葉
敷
並
べ
、
白
砂
に
平
地
を
こ
し
ら
へ
、
沼
田
の
深
き
に

鷺
を
作
向
、
森
山
に
て
白
鷺
巣
に
在
る
体
を
見
せ
、
伊
東
勢
を
偽
引
出
し
、
伏
兵
起
し
て
一
万
の
軍
勢

伏
兵
在
る
ま
し
と
鷺
在
る
方
を
心
掛
し
か
、
件
の
深
沼
迫
に
走
込
、
鷺
の
た
め
に
死
を
終
へ
り
、
故
に

地
名
と
成
て
鷺
巣
と
号
し
一
万
城
と
云
へ
り
、
近
く
憐

（
隣
）り

て
太
刀
洗
ひ
と
云
る
在
首
塚
有
、
然
も
似
せ

鷺
の
た
め
に
一
万
者
兵
気
亡
霊
と
化
し
て
白
鷺
と
な
り
、
人
家
に
禍
ひ
す
る
事
限
り
な
し
、
渠
追
福
と

し
て
白
鷺
山
西
方
院
栄
仁
寺
を
草
創
し
、
村
里
鷺
巣
と
唱
へ
、
西
に
憐

（
隣
）り

て
子
宝
大
明
神
な
る
を
小
鷹

と
改
め
、
是
を
防
く
、
于
今
小
籠
年
神
よ
り
東
に
鷺
の
来
し
は
其
歳
村
里
悪
し
と
云
伝
し
、
此
説
必
す

【
八
之
王
子
神
社
】
／
27

【
厳
嶋
大
明
神
】
／
30

【
楡
木
年
之
神
】
／
31

【
松
木
薗
堂
社
】
／
31

【
仮
屋
地
蔵
熊
野
】
／
32

【
峯
崎
稲
荷
】
／
35

【
和
田
之
由
緒
権
現
】
／
36

【
大
脇
阿
弥
陀
堂
】
／
38

【
外
村
大
宮
大
明
神
】
／
40

【
大
峯
山
之
神
】
／
41

【
松
ヶ
野
久
保
之
辻
堂
】
／
43

【
鷺
巣
由
緒
称
号
】

　

目
録
一
つ
目
の
「
鷺さ

ぎ

巣す

由
緒
称
号
」
は
、
上
記

表
題
で
は
「
鷺
巣
村
」
と
あ
る
。
内
容
は
村
名
の

由
緒
で
、
そ
の
発
端
は
新
納
氏
と
伊
東
氏
の
合
戦

と
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
旧
記
」
は
不
明
で
あ

る
が
、
こ
の
合
戦
は
『
庄
内
平
治
記
』
に
記
載

が
あ
り
、
享

き
ょ
う
ろ
く禄

元
年
（
一
五
二
八
）
の
こ
と
で
、

都
城
市
境
の
一

い
ち
ま
ん
じ
ょ
う

万
城
か
ら
都
城
市
上か

み

長な
が

飯え

町
一
帯

が
戦
場
で
あ
っ
た
。
本
町
の
一
万
城
地
区
に
あ
る

塚
に
大
鷺
巣
の
地
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
経
緯
は
上

記
の
内
容
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
栄え

い

仁に
ん

寺じ

は
江
戸
時
代
末
期
に
廃
寺
と
な
り
、
現
在
、

寺て
ら
ば
し
ら
れ
い
え
ん

柱
霊
園
と
な
っ
て
い
る
（
口
絵
写
真
）
。
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実
正
ニ

者

取
へ
か
ら
ず
と
も
、
適
古
老
の
説
も
捨
が
た
し
、
旁
事
之
由
の
符
号
な
れ
ハ
爰
に
記
し
ぬ

但

地
名
一
万
城
の
文
字
、
古
来
は
字
正
不
定
と
も
一
万
所
、
一
万
場
何
れ
か
是
歟

 

一 

延
宝
三
年
乙

卯

九
月
梶
山
ゟ
願
出
訳
有
之
、
用
夫
不
相
当
ニ

付
諸
事
つ
か
へ
多
候
、
其
上
梶
山
は
御

用
木
多
、
か
ご
し
ま
衆
被
差
越
事
共
多
候
、
又
者

論
山
方
ニ

付
多
人
数
御
越
之
砌
、
色
々
夫
仕
、
手

つ
か
へ
に
罷
成
候
、
近
所
之
名
一
ヶ
村
被
召
付
候
様
、
噯
ゟ
申
出
候
得
共
、
地
頭
方
之
足
ニ

も
罷
成

事
候
間
、
一
両
度
召
留
置
申
候
得
共
、
立
而

申
出
、
当
分
者

夫
仕
等
い
か
に
も
行
迫
候
事
存
之
前
ニ

候
、

一
ヶ
名
相
付
候
様
梶
山
地
頭
川
上
彦

（
久
隆
）

兵
衛
ゟ
も
被
申
出
、
鷺
巣
一
ヶ
名
被
召
付
候
、
此
以
前
寛
永
十
四

年
丁

丑

高
帳
ニ

、
後
久
・
鷺
巣
・
田
辺
之
儀
、
大
岩
田
口
江

被
召
付
置
候
、
知
行
衆
高
員
数
ハ
大
岩

田
口
江

委
相
記
之

　
　
　
　

大
鷺
巣
村
字
名

川
開
田　
　
　

川
原
田　
　
　

ミ
つ
ゑ
た
田　
　

畠
田
田　
　
　
　

有
の
木
丸
田

村
之
前
田　
　

長
薗
田　
　
　

桑
田
田　
　
　
　

井
料
田　
　
　
　

宮
元
田

岩
切
田　
　
　

久
保
田
田　
　

樋
掛
田　
　
　
　

く
ミ
川
内
田　
　

井
手
元
畠

屋
ね
添
畠　
　

岡
之
下
畠　
　

西
畑
畠　
　
　
　

原
之
薗
畠　
　
　

北
之
原
畠

並
木
畠　
　
　

二
丁
所
畠　
　

小
鷹
原
畠　
　
　

姥
市
畠

「
庄
内
地
理
志
」
の
編
集
者
は
、
白
鷺
の
説
は

事
実
と
は
思
え
な
い
が
、
古
老
の
説
も
捨
て
が
た

い
と
し
て
書
き
残
し
た
よ
う
だ
。

延え
ん

宝ぽ
う

三
年
（
一
六
七
五
）
九
月
、
梶
山
の
噯

あ
つ
か
いよ

り
願
い
出
が
あ
り
、
梶
山
の
用い

夫ぶ

は
不
足
し
て
お

り
、
様
々
な
夫ぶ

役や
く

に
支
障
が
出
て
い
る
た
め
、
近

隣
の
一
か
村
か
ら
加
勢
が
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
、
二
度
保
留
と
な
っ
て
い
た
が
、
梶

山
地
頭
川
上
久
隆
か
ら
も
申
し
出
が
あ
り
、
鷺
巣

村
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
鷺
巣
村
は
寛か

ん

永え
い

十
四
年

（
一
六
三
七
）
の
高
帳
で
は
大お

お

岩い
わ

田だ

口
に
属
し
て

い
た
が
、
「
庄
内
地
理
志
」
編
さ
ん
時
点
で
は
来ら

い

住じ
ゅ
う口

に
属
し
て
い
る
。
所
属
の
変
更
時
期
は
不
明

だ
が
、
巻
五
一
に
は
、

享
き
ょ
う

保ほ
う

八
年
（
一
七
二
三
）

に
近
隣
の
田
部
村
が
南
北
二
つ
に
分
か
れ
、
北
田

部
が
来
住
口
に
属
す
る
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
鷺

巣
村
も
同
時
期
と
推
察
さ
れ
る
。

【
大
鷺
巣
村
田
畑
小
名
】

　

現
在
の
大
鷺
巣
地
区
に
あ
る
一
二
の
小
字
の
う

ち
、
上
記
と
一
致
す
る
の
は
、
川
原
田
・
畠
田
（
畑

田
）
・
村
之
前
（
村
前
）
・
岩
切
・
久
保
田
・
岡
之

下
（
岡
ノ
下
）
・
北
之
原
（
北
原
）
・
小
鷹
原
の
八

か
所
で
あ
る
。
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鷺
巣
村
御
検
地
之
次
第

高
五
百
七
拾
五
石
壱
斗
弐
升
七
合
四
勺

慶
長
十
七
年
六
月
廿
一
日
、
三
原
諸
右
衛
門
尉
重
種
判

・
伊
勢
兵
部
少
輔
貞
昌
判

・
比
志
嶋
紀
伊

守
国
貞
判

・
町
田
勝
兵
衛
尉
久
幸
判

・
椛
山
権
左
衛
門
久
高
判

、
北

（
十
代
忠
能
）

郷
讃
岐
守
殿
と
宛
書

高
四
百
七
拾
四
石
四
斗
三
升
四
合
九
才

元
和
六
年
卯
月
二
日
、
伊
勢
兵
部
少
輔
貞
昌
判

・
三
原
諸
右
衛
門
尉
重
種
判

・
町
田
図
書
頭
久
幸
・

喜
入
摂
津
守
忠
政
判

・
下

（
島
津
）

野
守
久
元
、
北
郷
讃
岐
守
殿
と
宛
書

高
四
百
六
拾
八
石
壱
斗
八
升
九
合
四
勺
八
才

内

六
石
七
斗
九
升
弐
合
七
勺
壱
才

右
、
慶
安
四
年
・
承
応
三
年
新
仕
明
并

畠
田
ニ

成
増
、
古
荒
起
地
之
高
竿
入
、
持
留
之
内
ニ

相
加

被
為
給
旨
、
御
家
老
御
任
引
付
御
支
配
之
由
、
明
暦
元
年
六
月
七
日
、
岩
切
嘉
左
衛
門
印

・
菱
刈

孫
兵
衛
印

・
比
志
嶋
内
記
印

・
新
納
縫
殿
印

高
六
百
八
拾
三
石
四
斗
弐
升
壱
合
五
才

田
方
廿
五
町
六
反
四
畦
廿
六
歩

畠
方
八
十
六
町
四
反
八
畦
廿
歩　

享
保
御
検
地

　

鷺
巣
村　

万
治
以
来
高
払

万
治
御
目
録
壱
冊
分

　

高
五
百
五
拾
弐
石
九
斗
七
升
六
合
四
勺
六
才

【
御
検
地
高
頭
次
第
】

鹿
児
島
藩
で
は
、
太た

い

閤こ
う

検け
ん

地ち

後
も
家
臣
団
を
統

制
し
、
領
内
の
生
産
力
の
確
保
・
増
加
の
た
め
に
、

慶け
い

長
ち
ょ
う

十
六
年
（
一
六
一
一
）
か
ら
藩
独
自
で
初

め
て
検
地
（
慶
長
内な

い

検け
ん

）
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
鷺
巣
村
の
石
高
が
決
め
ら
れ
、
家
老
連
署

に
よ
っ
て
都
城
領
主
の
北ほ

ん

郷ご
う

忠た
だ

能よ
し

に
宛
が
わ
れ
た
。

元げ
ん

和な

六
年
（
一
六
二
〇
）
に
石
高
が
減
少
し
て

い
る
の
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
上あ

げ

知ち

令れ
い

、
元
和
五
年
の
家
臣
団
へ
の
上
知
が
影
響
し
て

い
る
。
上
知
は
本
藩
の
財
政
悪
化
を
食
い
止
め
る

た
め
で
あ
っ
た
が
、
家
臣
団
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ

は
大
き
く
、
不
満
が
募
っ
て
い
っ
た
。

一
方
、
開
墾
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
明め

い

暦れ
き

元

年
（
一
六
五
五
）
の
石
高
に
は
、
慶け

い

安あ
ん

四
年
（
一

六
五
一
）
・

承
し
ょ
う

応お
う

三
年
（
一
六
五
四
）
の
新し

ん

仕し

明あ
け

（
開
墾
地
）
に
よ
っ
て
増
加
し
た
六
石
七
斗
余
り

が
含
ま
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
藩
独
自
の
検
地
（
内
検
）
は
、
慶
長
・

寛か
ん

永え
い

・
万ま

ん

治じ

・

享
き
ょ
う

保ほ
う

の
四
回
に
及
ん
だ
。
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（
表
紙
）

「（
書
扉
）

 

来
住
口　
　
　
　
　

 

六

　
　

庄
内
地
理
志　
　

五
拾
三　
　

」

　
　
　

庄
内
地
理
志 

巻
第
五
十
三

　
　
　
　

来
住
口 

六　

中
之
郷 

寺
柱
村

　
　
　
　
　

改
御
番
所

御
領
国
諸
所
他
国
通
路
改
御
番
所

薩
州
出
水 

野
間
之
原 

薩
州
大
口 

小
河
内 

日
州
加
久
藤 

榎
田
村

日
州
野
尻 

紙
屋
村 

日
州
高
岡 

去
川
村 

日
州
都
城 

梶
山

日
州
都
城 

寺
柱
村 

日
州
志
布
志 

八
郎
ヶ
野 

日
州
志
布
志 

夏
井
村　

以
上
九
ヶ
所
陸
地
番
所

上
使
方
御
答
書
右
之
通
可
申
上 

 

列
朝
制
度

巻
五
三
の
冒
頭
で
は
、
藩
内
に
あ
る
九
か
所
の

改
御
番
所
（
陸
地
番
所
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
島
津
家
の
「
藩
法
集
」
で
あ
る
『
列
朝
制
度
』

か
ら
の
抜
粋
で
、
上
使
に
対
す
る
「
御
答
書
」
の

一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
『
旧
記
雑
録
追
録
三
』
（
文

書
番
号
一
九
九
五
）
に
は
、
七
一
か
所
（
増
減
あ

り
）
の
辺へ

ん

路ろ

番
所
も
み
ら
れ
る
。

肥ひ

後ご

か
ら
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
出い

ず

水み

筋す
じ

（
西に

し

目め

筋
と
も
）
に
は
野の

間ま

之の

原は
ら

番
所(

鹿
児
島
県
出

水
市
境
町)

、
大お

お

口く
ち

筋
か
ら
肥
後
へ
抜
け
る
道
筋

に
は
小こ

河が
わ

内ち

番
所
（
鹿
児
島
県
大
口
市
小
川
内
）

を
設
け
、
肥
後
人ひ

と

吉よ
し

藩
へ
の
通
路
に
は
榎え

の
き
だ田

番
所

（
求く

磨ま

口
番
所
、
え
び
の
市
榎
田
）
を
設
け
、
鹿

児
島
藩
か
ら
佐さ

土ど

原わ
ら

藩
へ
と
通
じ
る
高た

か

岡お
か

筋
（
東

ひ
が
し

目め

筋
と
も
）
に
は
去さ

る

川か
わ

番
所
（
宮
崎
市
高
岡
町
）

と
紙か

み

屋や

番
所
（
小
林
市
紙
屋
）
を
設
け
た
。

三
股
地
域
に
は
、
寺

て
ら
ば
し
ら
か
い
ど
う

柱
街
道
に
寺
柱
番
所
を
設

け
、
梶か

じ

山や
ま

街
道
に
は
梶
山
番
所
を
設
け
た
。

志し

布ぶ

志し

に
あ
る
八は

ち

郎ろ
う

ヶが

野の

と
夏な

つ

井い

番
所
は
、
福ふ

く

島し
ま

・
串く

し

間ま

へ
の
通
路
で
あ
り
、
藩
領
境
の
要
衝
に

あ
っ
た
。

（原寸タテ 25.1 ㎝×ヨコ 16.4 ㎝）

荘

内

地

理

志

五
十
三

来
住
口
　
六

寺

柱

村

御

番

所

寺
柱
村

御
番
所
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一 

寺
柱
通
路
筋
之
儀
ニ

付
而

者

、
寛
永
十
年
八
月
、
上
使
小
出
対

（
吉
親
）

馬
守
様
・
城
織

（
信
茂
）

部
様
・
能
勢
小

（
頼
隆
）

十
郎

様
御
通
道
之
節
、
寺
柱
江

御
止
宿
有
之

　
　

列
朝
制
度
朱
書

寛
永
十
年
酉

、
諸
国
江

上
使
被
差
下
、
九
州
江

者

小
出
対
馬
守
殿
・
城
織
部
殿
・
能
勢

小
十
郎
殿
ゟ
御
下
ニ

付
、
三
人
御
尋
被
仰
候
者

、
諸
堺

（
境
）目

ニ

番
屋
を
作
、
番
衆
弐
、
三
人
居
候
、
諸

国
ニ

無
之
儀
候
如
何
様
成
事
ニ

而

候
哉
と
御
尋
候
、
因
幡
申
上
候
ハ
、
必
隣
国
へ
隔
心
之
儀
ニ

而

も

無
御
座
候
、
諸
法
度
之
物
共
他
国
へ
出
候
を
改
留
、
題
目
・
走
者
又
ハ
牛
馬
、
手
形
を
以
出
申
候
を
、

下
ニ

か
く
し
候
而

通
候
、
左
様
成
改
之
た
め
番
を
召
置
、
改
物
品
々
、
板
札
ニ

御
座
候

 

一 

同
所
番
人
之
事
相
記
候
者

、
同
十
四
年
十
二
月
廿
四
日
、
飫
肥
衆
松
岡
八
郎
右
衛
門
殿
主
従
五
十
人

ニ

而

牛
之
峠
被
為
島
原
之
様
被
参
候
、
野
坂
番
衆
都
城
迄
案
内
、
都
城
役
所
迄
被
申
断
、
今
晩
平
江

町
市
右
衛
門
所
へ
や（

宿
）と

有
之

 

一 

同
所
番
頭
之
事
者

、
正
保
二
年
酉

二
月
四
日
、
石
坂
二
右
衛
門
・
神
田
橋
九
郎
左
衛
門
、
寺
柱
野
坂

口
番
所
番
頭
被
仰
付
、
御
役
料
高
十
解

（
斛
）被

成
下
、
是
番
頭
之
初
也
、
同
三
年
戌

十
二
月
八
日
之
日
記

ニ

、
寺
柱
番
所
之
儀
ニ

付
、
石
坂
二
右
衛
門
殿
・
神
田
橋
九
郎
左
衛
門
殿
・
妹
尾
竹
左
衛
門
、
此
三

人
へ
被
仰
渡
候
様
子
者

、
諸
方
改
所
殊
之
外
稠
由
聞
召
被
及
候
、
今
月
・
来
月
者

就
中
人
之
往
来
重

く
候
間
、
随
分
被
改
候
而

可
然
由
被
仰
渡
候
、
前
々
ゟ
被
仰
候
様
ニ

、
他
国
人
な
と
ハ
手
形
無
之
候

而

も
見
及
次
第
ニ

通
可
被
申
由
候
、
若
脇
道
な
と
見
立
候
ハ
ヽ
、
其
心
得
ニ

而

ふ
さ
き
可
被
申
由
被

仰
渡
候
、
然
処
ま
た
翌
日
他
方
魚
・
塩
商
売
ニ

参
候
衆
、
通
手
形
申
請
候
時
者

、
与
中
之
書
物
ニ

町

奉
行
衆
裏
書
被
成
候
而

、
御
上
可
有
通
被
仰
渡
候

 

一 

同
所
平
番
人
之
事
、
右
同
月
十
四
日
卯
之
刻
ニ

、
弾
正
殿
ゟ
飫
肥
ニ

被
遣
候
御
状
、
寺
柱
之
番
衆
之
内

江
戸
幕
府
は
、
各
藩
の
領
地
支
配
の
様
子
を
監

察
す
る
た
め
、
全
国
に
巡じ

ゅ
ん
け
ん
し

見
使
を
派
遣
し
た
。
そ

の
最
初
が
寛か

ん

永え
い

十
年
（
一
六
三
三
）
の
国

く
に
ま
わ
り

廻
上
使

で
あ
る
。
上
使
は
「
境
に
他
藩
で
は
見
な
い
番
屋

を
設
け
、
番
衆
も
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
問
い
、

本
藩
家
老
の
因い

な

幡ば

（
川
上
久
国
）
が
「
法は

っ

度と

（
禁

止
）
の
物
を
持
ち
出
す
の
を
改
め
、
日

に
ち
れ
ん
し
ゅ
う

蓮
宗
徒
や

出し
ゅ
っ
ぽ
ん
に
ん

奔
人
を
取
り
締
ま
る
の
が
目
的
」
と
答
え
て
い

る
。寛

永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
、
飫
肥
衆
主
従

五
〇
人
が
島
原
へ
向
け
て
牛
の
峠
を
越
え
て
き
た
。

野の

坂さ
か

の
番
衆
が
都
城
ま
で
案
内
し
た
。
島
原
の
乱

へ
の
出
兵
で
あ
ろ
う
。

正し
ょ
う
ほ
う

保
二
年
（
一
六
四
五
）
、
寺
柱
番
所
の
番

ば
ん
が
し
ら

頭

が
初
め
て
任
命
さ
れ
た
。
役
高
は
一
〇
石
。
「
今

月
と
来
月
は
人
の
往
来
が
激
し
く
な
る
の
で
、
他

国
人
は
通
手
形
を
持
参
せ
ず
と
も
通
し
て
や
り
、

脇
道
な
ど
は
塞ふ

さ

い
で
通
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

魚
・
塩
の
商
売
に
来
た
者
は
、
町
奉
行
衆
が
裏
書

を
し
て
通
す
こ
と
」
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
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を
被
申
付
可
被
遣
由
、
石
坂
弐
右
衛
門
殿
へ
被
仰
渡
候
、
御
状
弐
右
衛
門
殿
被
受
取
候
、
使
熊
本
七
右

衛
門
九
ツ
時
ニ

相
立
候
、
同
十
九
日
飫
肥
之
使
者
長
倉
か
ゝ
右
衛
門
殿
と
申
人
、
主
従
六
人
寺
柱
留

ニ

而

都
城
へ
通
達
候
、
則
以
状
通
山
へ
申
通
、
追
付
か
れ
い
川
へ
次
渡
候

 

一 

同
四
年
亥

四
月
十
三
日
、
従
弾
正
殿
飫
肥
役
人
衆
へ
御
状
被
遣
候
、
此
方
ゟ
次
飛
脚
ニ

而

可
遣
候
付
、

野
坂
之
番
衆
之
内
よ
り
早
々
持
せ
ら
れ
候
而

可
然
、
御
状
神
田
橋
九
郎
左
衛
門
殿
迄
被
仰
越
候
、
右

返
状
十
五
日
飫
肥
ゟ
参
、
都
城
へ
持
せ
、
直
ニ

通
山
へ
被
遣
候
、
慶
安
元
年
十
一
月
十
九
日
飫
肥
ゟ

か（
鹿
児
島
）

こ
し
ま
へ
御
使
者
と
し
て
、
小
早
関
右
衛
門
と
申
人
主
従
二
人
寺
柱
へ
一
宿
有
之
候

 

一 

同
三
年
寅

十
一
月
十
一
日
、
末
吉
之
内
川
床
之
門
助
二
郎
下
人
十
介
と
申
者
相
走
り
、
飫
肥
へ
参
候

而

被
搦
、
彼
方
衆
川
越
式
部
左
衛
門
・
外
山
龍
右
衛
門
・
長
尾
覚
左
衛
門
三
人
ニ

而

、
寺
柱
迄
被
召
烈
、

則
末
吉
方
へ
被
仰
理
ニ

付
、
末
吉
衆
谷
口
権
左
衛
門
・
溝
辺
弥
兵
衛
指
越
、
走
者
被
請
取
候
、
同
十
八

日
末
吉
よ
り
使
者
益
本
長
四
郎
被
差
越
様
子
ハ
、
梶
か
野
之
下
人
飫
肥
へ
相
走
候
を
、
お

（
飫
肥
）

ひ
よ
り
寺
柱

迄
送
付
候
、
同
六
月
廿
二
日
町
奉
行
西
牟
田
茂
左
衛
門
よ
り
被
申
上
候
者

、
飫
肥
ゟ
肥
後
へ
被
参
候
使

者
、
満
木
蔵
人
殿
と
申
人
ニ

而

、
上
下
十
七
人
平
江
町
へ
宿
被
仕
候
、
右
早
々
可
申
入
を
定
而

寺
柱

き
（
 
切
　
寄
 
）

り
よ
せ
よ
り
可
被
申
入
と
存
、
致
延
引
候
段
被
申
上
候
、
明
暦
二
年
申

正
月
四
日
、
飫
肥
よ
り
飛
脚

森
永
清
兵
衛
・
落
合
大
右
衛
門
と
申
人
、
鈴
木
源
右
衛
門
殿
手
形
ニ

而

か
こ
し
ま
へ
被
通
由
、
寺
柱

番
所
よ
り
注
進
被
申
、
飛
脚
ニ

而

候
間
か
こ
し
ま
へ
御
注
進
御
申
ニ

者

及
ま
し
き
、
番
衆
へ
御
返
事

有
之
候
、
同
廿
六
日
お
び
衆
金
右
衛
門
と
申
者
、
此
方
領
内
松
本
之
門
用
談
候
而

参
由
、
和
田
土
佐

六
左
衛
門
ゟ
書
物
ニ

而

被
申
上
、
松
本
門
へ
万
事
入
念
候
様
ニ

と
、
物
奉
行
前
ゟ
可
申
渡
被
仰
渡
候

鹿
児
島
藩
家
老
よ
り
飫
肥
藩
へ
の
手
紙
を
、
寺

柱
番
人
熊
本
七
右
衛
門
が
届
け
、
飫
肥
か
ら
の
手

紙
は
都
城
・
通

と
お
り
や
ま

山
・
か
れ
い
川
（
霧
島
市
隼
人
町

嘉
例
川
か
）
・
鹿
児
島
へ
と
継
ぎ
渡
し
た
。

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
四
月
十
三
日
、
弾

だ
ん
じ
ょ
う

正

よ
り
飫
肥
役
人
衆
へ
の
御
状
は
次つ

ぎ

飛ひ
き
ゃ
く脚

で
届
け
、

十
五
日
に
返
状
を
都
城
・
通
山
へ
送
っ
た
。

慶け
い

安あ
ん

元
年(

一
六
四
八)

 

十
一
月
十
九
日
、

飫
肥
よ
り
鹿
児
島
へ
の
使
者
は
寺
柱
で
一
宿
し
た
。

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
十
一
月
十
一
日
、
末す

え

吉よ
し

の
川
床
之
門
の
下
人
が
欠か

け
落お

ち
（
失
踪
）
し
、

飫
肥
で
捕
ま
っ
た
。
飫
肥
衆
三
人
で
寺
柱
ま
で
連

れ
て
来
て
、
末
吉
衆
二
人
で
請
け
取
っ
た
。
梶
ヶ

野
の
下
人
が
欠
け
落
ち
し
、
飫
肥
よ
り
寺
柱
ま
で

送
り
つ
け
て
き
た
。
飫
肥
か
ら
肥
後
へ
の
使
者
（
満

木
蔵
人
）
総
勢
一
七
人
が
平
江
町
で
宿
泊
し
た
。

明め
い

暦れ
き

二
年(

一
六
五
六)

、
飫
肥
か
ら
鹿
児
島
へ

の
飛
脚
二
人
（
森
永
・
落
合
）
に
つ
い
て
寺
柱
よ

り
連
絡
が
あ
り
、
鹿
児
島
へ
飛
脚
に
て
注
進
。
飫

肥
衆
の
金
右
衛
門
が
松
本
門
へ
用
談
に
行
く
。
万

事
に
つ
い
て
念
を
入
れ
る
よ
う
に
と
の
物
奉
行
よ

り
の
連
絡
。
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補  

足

寛か
ん

政せ
い

十
年
（
一
七
九
八
）
九
月
、
都
城
島
津
二
二
代
久ひ

さ

倫と
も

は
「
庄

し
ょ
う

内な
い

旧
き
ゅ
う

伝で
ん

編へ
ん

集
し
ゅ
う

方か
た

」
を
設
置
し
、
記
録
奉
行
に
北
郷
良
之
進
・
重
信
弥
市
郎
、
記
録
方

稽
古
に
神
田
橋
新
左
衛
門
・
河
合
正
八
郎
、
さ
ら
に
筆
取
に
荒
川
儀
方
を
任
命
し
、
都
城
領
内
の
調
査
を
開
始
さ
せ
た
。
調
査
内
容
は
、
歴
史
・
風
土
・
名
所
・

旧
跡
・
土
産
・
由
来
・
政
治
機
構
と
多
岐
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
古
文
書
・
古
記
録
・
系
図
・
社
寺
縁
起
・
棟
札
・
石
塔
な
ど
も
調
査
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
史
料
は
、
荒
川
儀
方
が
実
務
の
中
心
と
な
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
、
久
倫
の
次
代
で
あ
る
二
三
代
久ひ

さ

統の
り

の
時
に
「
庄
内
地
理
志
」
と
し
て
結
実
し
、
一
応
の

完
成
を
み
た
の
で
あ
っ
た
（
一
応
と
し
た
の
は
、
「
庄
内
地
理
志
」
は
未
完
成
と
い
う
見
解
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
）
。

約
三
十
年
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
庄
内
地
理
志
」
は
、
近
世
の
都
城
島
津
家
の
一
大
文
化
事
業
と
い
う
位
置
づ
け
が
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

領
主
支
配
を
象
徴
化
す
る
政
治
的
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
誌
は
地
図
と
共
に
地
方
統
治
の
手
段
・
象
徴
と
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鹿
児
島
本
藩
の
『
三
国
名
勝
図
会
』
等
と
は
別
個
に
、
都
城
島
津
家
が
独
自
に
「
庄
内
地
理
志
」
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
、
都
城
の
領
主
と
し
て
の
強
い
独

自
性
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
の
立
場
を
対
外
的
に
示
す
と
と
も
に
、
都
城
領
の
発
展
を
宿
願
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
化
的
意
義
と
政
治
的
意
義
が
、
単
な
る
地
誌
や
歴
史
書
の
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
「
庄
内
地
理
志
」
の
魅
力
な
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
『
都
城
市
史 

史
料
編 

近
世
１
』
の
「
解
説
」
や
『
都
城
市
史 

通
史
編 

中
世
・
近
世
』
の
第
六
章
第
二
節
「
『
庄
内
地
理
志
』
の
編
さ
ん
」
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
令
和
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
三
股
町
史
』
の
近
世
編
は
、
「
庄
内
地
理
志
」
を
中
心
に
記
述
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
『
三
股
町
史
料
集
』
に
「
庄

内
地
理
志
」
を
選
定
し
た
理
由
で
も
あ
り
、
本
史
料
集
と
合
わ
せ
て
『
三
股
町
史
』
を
通
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
「
庄
内
地
理
志
」

が
都
城
島
津
家
独
自
の
編
さ
ん
史
料
で
あ
る
以
上
、
同
家
の
領
地
以
外
は
、
そ
の
内
容
が
希
薄
で
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
三
股
町
で
い
え
ば
、
鹿

児
島
本
藩
の
直
轄
領
で
あ
っ
た
樺
山
・
蓼
池
・
餅
原
の
地
域
は
記
録
が
少
な
く
、
都
城
島
津
家
領
で
あ
っ
た
寺
柱
・
大
鷺
巣
・
小
鷺
巣
（
以
上
、
大
字
宮
村
）
、

梶
山
・
田
上
・
長
田
（
以
上
、
大
字
長
田
）
の
地
域
は
詳
細
な
記
録
が
あ
る
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
生
じ
て
い
る
。
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■『都城島津家伝来史料 史料調査報告書』にみる「庄内地理志」伝本分類表

Ａ本：青灰表紙、和綴本、原本とされる／Ｂ本：白表紙、和綴本／Ｃ本：簡易綴本、詳細分類不明

Ｄ本：大正 15 年～昭和 2年の都城島津家作成写本

※現在、都城島津邸は「庄内地理志」を修復中で、分析によっては分類の変更があるとのこと。

巻数 伝本分類 史料表題
市史史料編
掲載頁

1 Ｂ Ｄ
荘内地理志 凡例１
  次序  以呂波  急索引

近世１
１－ 37

2 Ｂ Ｄ
荘内地理志 凡例２
  日州諸縣郡  庄内称号 ２

近世１
39 － 104

3 Ｂ Ｃ Ｄ
荘内地理志 凡例３
  御内証  御高分

近世１
105 － 153

4 Ａ Ｂ Ｄ
荘内地理志 ４
  弓場田口 １
    稲荷  須久塚  勝蔵院  霧島宮

近世１
155 － 200

5 Ｂ Ｄ
荘内地理志 ５
  弓場田口 ２
    宮丸村  兼喜宮 上

近世１
201 － 246

6 Ｂ Ｄ
荘内地理志 ６
  弓場田口 ３
    兼喜宮 下  龍泉寺  本地院

近世１
247 － 283

7 Ｂ Ｄ
荘内地理志 ７
  弓場田口 ４
    西宮丸  二厳寺  大洞寺

近世１
285 － 322

8 Ｂ Ｄ
荘内地理志 ８
  弓場田口 ５
    宮丸村  惣高  五十町村  慶賀

近世１
323 － 363

9 Ｂ Ｄ
荘内地理志 ９
  弓場田口 ６
    宮丸村  岩興  興金寺  隆班寺

近世１
365 － 436

10 Ａ Ｂ Ｄ
庄内地理志 10
  弓場田口 ７
    郡元凡例  祝吉

近世１
437 － 482

11 Ａ Ｂ Ｄ
荘内地理志 11
  弓場田口 ８
    郡元 下  稲荷宮  和光寺

近世１
483 － 531

12 Ａ Ｂ Ｄ
庄内地理志 12
  本邑 宮丸村 １
    湯田八幡  諸士邸宅

近世１
533 － 582

13 Ａ Ｄ
庄内地理志 13
  本邑 宮丸村 ２
    広小路  御制札

近世１
583 － 626

14 Ｂ Ｄ
荘内地理志 14
  本邑 宮丸 ３
    本町  唐人町

近世１
627 － 675

15 Ａ Ｂ Ｄ
庄内地理志 15
  本邑 宮丸 ４
    新蔵  大昌庵

近世１
677 － 727
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■
巻
五
二 

解
説
補
足
一
覧

巻
五
二
目
録
の
表
題

巻
五
二
本
文
中
の
表
題

補
足

頁
数

鷺
巣
由
緒
称
号

鷺
巣
村
名
由
来

延
宝
三
年
記
事

鷺
巣
と
い
う
村
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
伊
東
氏
と
新
納
氏
の

間
で
起
こ
っ
た
合
戦
に
遠
因
を
求
め
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
由
来
説
は
伝
承
の
域
を
出
な
い
で

あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
記
事
は
村
の
由
来
関
係
で
は
な
く
、
五
口
六
外
城
と
い

う
都
城
島
津
家
の
統
治
区
画
の
中
で
鷺
巣
村
が
ど
の
区
画
に
所
属
し
て
い
た
か
の
経
緯
等
が
紹

介
し
て
あ
る
。
「
庄
内
地
理
志
」
編
さ
ん
当
時
は
、
鷺
巣
村
の
管
轄
は
来
住
口
だ
が
、
寛
永
十
四

年
（
一
六
三
七
）
の
高
帳
で
は
、
後
久
・
鷺
巣
・
田
辺
は
大
岩
田
口
の
管
轄
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

詳
し
く
は
大
岩
田
口
に
記
す
と
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
一
部
を
抜
粋
す
る
。

 
 
 
 
 
 

中
之
郷

田
辺
村

古
来
之
御
支
配
に
田
部
村
と
相
唱
候
儀
無
之
、
安
久
・
後
久
・
木
之
前
・
田
辺
一
統
を
中
之

郷
村
と
御
支
配
有
之
、
慶
長
廿
年
已
来
御
支
配
も
中
之
郷
村
と
有
之
、
外
之
一
村
高
頭
三
倍

程
多
、
然
る
に
享
保
八
年
御
検
地
よ
り
安
久
・
木
之
前
・
田
部
村
相
分
り
候
、
以
後
此
御
方

内
証
に
て
田
部
弐
ツ
に
被
分
、
南
田
部
・
安
久
村
は
大
岩
田
口
方
角
に
被
召
附
、
北
田
部
は

延
宝
ノ
比
来
住
口
に
被
召
附
候

（
「
庄
内
地
理
志
」
巻
五
一
『
都
城
市
史 

史
料
編 

近
世
２
』
一
〇
三
三
頁
よ
り
）

概
略
は
以
下
の
と
お
り
。
田
部
村
と
い
う
村
名
は
古
来
よ
り
無
く
、
安
久
・
後
久
・
木
之
前
・

田
辺
を
合
わ
せ
て
中
之
郷
村
と
い
い
、
慶
長
十
六
～
十
九
年
（
一
六
一
一
～
一
四
）
の
慶
長
内

検
後
も
中
之
郷
村
と
唱
え
て
い
た
。
他
の
村
と
比
べ
て
平
均
石
高
が
三
倍
を
超
え
た
た
め
、
享

保
七
～
十
二
年
（
一
七
二
二
～
二
七
）
の
享
保
内
検
の
頃
に
安
久
・
木
之
前
・
田
部
村
に
分
け
、

田
部
村
は
さ
ら
に
南
北
に
分
け
て
、
南
田
部
・
安
久
は
大
岩
田
口
の
管
轄
に
、
木
之
前
・
北
田

部
は
来
住
口
の
管
轄
と
し
た
。
た
だ
、
「
北
田
部
は
延
宝
（
一
六
七
三
～
八
一
）
の
頃
、
来
住
口

に
召
し
附
け
ら
れ
候
」
と
あ
り
、
大
岩
田
口
と
来
住
口
境
界
の
村
は
管
轄
替
え
が
幾
度
か
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

田
部
村
の
項
に
鷺
巣
村
の
記
述
は
な
い
が
、
本
項
（
延
宝
三
年
の
記
事
）
と
併
せ
る
と
、
鷺

巣
村
の
管
轄
が
大
岩
田
口
か
ら
来
住
口
に
変
わ
っ
た
の
は
、
享
保
内
検
後
で
あ
ろ
う
か
。

2-3


